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１０月１５日（土）午後５時４０分、沢根町で高齢者が跳ねられる死亡事故が発生！ 
１０月２４日（月）午後６時４０分、市野沢で高齢者が跳ねられる死亡事故が発生！ 

 

平成１６年中（県内）歩行中の高齢者の死者６７人（前年比＋１８人　３７％増） 
 

ドライバーのみなさんへ　 
 

～お年寄り　見たら　減速・思いやり～ ～我が人生　輝き続ける　いつまでも～ 
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★佐渡島内の特徴  
平成16年中　歩行中の高齢者の死者４人 

 
・ 65歳以上の方が被害に遭う事故が多発 
・ 夕方に発生 
・ 自宅から半径500ｍ以内 
・ 横断中に跳ねられる 
・ ほとんどが島内居住者による事故 
 

★自分に当てはまること、ありませんか？ 
次の項目に全て当てはまる人は、要注意 
□　夜、反射材や懐中電灯を身に着けない 
□　近所に所用があり、よく出かける 
□　遠くに車が見えていても「まだ大丈夫。」と判断し、 
　　横断する 
□　道路の左側を歩く 
 

佐渡市／佐渡西・東警察署 
佐渡地区・佐渡東部交通安全協会 

運転する時は次のことを守りましょう。 
①ライトを早めに点灯し、歩行者等を早
めに見つけましょう。 

②ライトをこまめに切り替え、前方への
意識を集中しましょう。 
③速度を控えて、突然起こる危険回避に
備えましょう。 

あなたの普段の行動が、命取りになりかねません。外
出時には、次のことを守りましょう。 
①暗くなってからの外出はなるべく控え、出かけると
きは反射材の着用や懐中電灯を持つ。 
②慣れた道でも道路を渡る前には、一旦止まって左
右の安全を確かめる。 

③近づいてくる車があるときは、通りすぎるまで待つ。  
④歩道のないところでは、道路の右側を歩く。 
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守ろう！高齢者  高齢者のみなさんへお願い 

このコーナーは皆さまからの写真やイラストのコーナーです。たくさんの投稿 
をお待ちしています！あて先は下記　編集部「市報みんなの広場係」まで 

みんなの
広 場 

小木大浦の「みょうが」？ 
　小木大浦の「新屋さん（菊
地ハツエさん）」が、お堂の
周辺を草刈していたところ、
いつも「みょうが」が群生す
る広場に、顔？とも思えるよう
な珍しい「みょうが」を発見
しました。 
　お堂には、「お大師さん」

がお奉りしてあり、現世に姿を変え現れたのでは…？と噂され、ご
利益がありますようにと、福祉センター「つくし」に届けられ、利用
者に喜ばれています。（情報提供：小木大浦地区・菊地ハツエさん） 

「みょうが」　名前の由来は、インドの釈迦の弟子、
シュウリハンドクは忘れっぽいので有名でした。
自分の名前さえも忘れるので、木の札に名前を
書き、いつも背負って歩いていたといいます。そ
んな彼が他界して埋葬された土地に
一斉に見知らぬ草が生えました。名
前を荷って歩いた彼にちなんで草の
名が「茗荷」になったといわれています。
茗荷をたべると忘れっぽくなるという
故事もここから来ています。が、科学
的根拠はないと言われます。 


